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２ ０１１年２ 月１８ 日～ ２ ４日、 フ レ ー ム マ ン エキジビ ジ

ョ ン サロ ン 銀座（ 東京銀座５丁目銀座フ ァ イ ブ ２ Ｆ ） に て 、

第９回支部写真展を 開催した 。

日本は 英 国か ら 多大な影 響を 受け て き た 。 政治、 鉄道、 郵

便制度、 庭園 、 建築、 演 劇、 語学、 教育 、 スポ ー ツ、 音楽 、

フ ァ ッショ ン 、 ラ イ フ スタイ ル など 、 私た ち の 日常生活に 深

く 浸透して い る 。

そ こ で 、 今回は 、 昨年の 来場者か ら の 要望など も 踏ま え 、

本部の あ る イ ギリ スを す こ しで も 紹介で き た ら と い う 趣旨で 、

「 Feel British ? イ ギリ スぽ い っ て ど ん なこ と ？ 」 を テー マ

に 、 イ ギリ ス再発見を 試みた 。

本場イ ギリ スの 風景や 人々 の ほ か に 、 日本国内お よ び 国外

で 探した 英 国風スピ リ ットを 撮影 した ５０点が 集ま り 、 あ ら

た め て イ ギリ スと の 関 わ り の 深さ を 感 じ た 。

直前に 日曜休 館 と い う ア クシデン トに も みま わ れ た が 、 概

ね ３ ５０人の 来訪者が あ り 、 日英 協会関 係者の 他、 ブ リ ティ

ッシュ ヒ ル ズや マ スコミ 関 係者の 来場も あ り 、 ま ず は 盛会の

内に 終了した 。

ま た 、 初日、 近く の ビ ア ホ ー ル で 開か れ た オー プ ニン グパ

ー ティ ー に は 、 初代理事長の 青木名誉会員 も 久 々 に 出席さ れ 、

関 係者を 含 め ３ ０人余の 参加者で 盛り 上が っ た 。

（ 写真） 豊田芳州
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第５回

リ レ ー トー ク研修会

２ ０１０年１１月３ 日(水)、 東京六本木「 霞会館 」 に て 、

三宅会員 に よ り 第５回リ レ ー トー クを 開催す る 。

三宅会員 は ４０～ ５０代に 約１０年間 、 証券マ ン と して イ

ギリ スに 滞在。 そ の 間 、 英 国の 伝統的な生活と 正統的なつ き

あ い を 体験し、 帰 国して か ら 本格 的に 写真と 俳句を 学ば れ た

と い う こ と で 、 リ レ ー トー クで は 、「 写真と 俳句」 お よ び 「 英

国と 日本」 に つ い て 紹介して い た だ く 。

参加した 豊田会員 は 、「 俳句を 詠 む こ と に よ り 被写体(対象)

と 写真家の 関 係が よ り 親密に なる よ う に 感 じ ま した 。」 と 感 想

を 述べ て い る 。

『 二つ の 世界』

三宅善夫

前編「 写真と 俳句」

写真に か か わ る き っ か け は 、 長兄が ラ イ カと ロ ー ラ イ コー

ドを 持ち 、 自宅に 暗 室を 造っ て い た の で 、 そ の 影 響が 強く あ

り ま す 。 そ の 後、 証券会社の 国際部で 外人の 接待、 海外出張

など の 記 録と して カメ ラ を 使っ て き ま した 。

１９８ ５年１０月に 帰 国した と き 、 社団法人･日本証券経済

倶楽 部に 入会し、 そ こ の 文化活動で 写真と 俳句の 会に 入り ま

した 。

写真は 、 富士写真フ イ ル ム の 高石泰次先生と コニカの 松野

正雄先生（ 皇室写真家） の 指導を ２ ０年間 受け ま した 。 人物

と 祭り が 中心で 、 神田明神、 浅草三社、 鳥越 神社、 博多山笠 、

長崎く ん ち を メ イ ン に して 、 祭り の 人間 関 係を 大切に して 、

幅を 広げ ず 深く 撮影 して き ま した 。

俳句は 、 学生時代に 俳句が で き ない と 卒論を う ま く 書け な

い と 言わ れ て 始め ま した 。

１９８ ５年の 帰 国当時、 自己流で した が 本気 で 写真俳句を

始め ま した 。 Ｎ Ｈ Ｋ の 番組よ り 早い 時期 だ っ た と 思い ま す 。

俳句は 石川黛人先生に 指導た ま わ り ま した 。 枚の 写真に 一

つ の 句を 添え ま す と 、 撮影 の 背景、 心理状態など が 走馬灯の

よ う に 浮か ん で き ま す 。

２ ００７ 年、 Ｎ Ｈ Ｋ は 「 フ ォト５７ ５クラ ブ 」 と い う 番組

を 開始しま した 。「 か け が え ない 一 瞬を 、忘れ た く ない 思い を 、

写真と 言葉で 描い て みま せ ん か 」 と い う キャ ッチフ レ ー ズで

した 。「 松尾芭蕉は カメ ラ マ ン だ っ た 」 と Ｎ Ｈ Ｋ の 番組で 解説

が あ り ま した 。 芭蕉の 鋭 い 観 察力と 洞察力は カメ ラ マ ン 的で

あ る と い う こ と なの で しょ う 。 ま た 、 俳句と 写真の ア ナロ ジ

ー を 伝え た か っ た も の と 思わ れ ま す 。

写真と 俳句の 共通性に 「 現場主義 」 が 挙げ ら れ ま す 。 ど ち

ら も 情景を 前に して シャ ッター を き り 、 句を 詠 む 点は 同じ で

す 。 私は 自分で 見て き た 、 訪ね て き た と こ ろ 以 外は 詠 ま ない

こ と に して い ま す 。

こ た つ に 入っ て 、 俳句歳時記 を 見なが ら 上と 下を い ろ い ろ

組み合わ せ る と 立派な句が で き ま す が 、 そ う い う 句は 、 す ぐ

先生に ば れ ま す 。

写真と 同様に 、 最近は い つ も カメ ラ を 持っ て い る の で 、 ど

こ へ 行っ て も 写真を 撮り なが ら 良い 句が で き る なと 思っ て い

て も 、 帰 り に は 忘れ て い ま す 。 あ ま り に た く さ ん 撮影 す る か

ら で しょ う か 。 俳句で は 写生と 言い ま す が 、 写生と は 被写体

を 自然に 正確 に 撮影 す る こ と に 匹敵す る と 思い ま す 。

次に 、 家に 帰 っ て パ ソコン で 明る さ や トリ ミ ン グを 調節し

ま す 。 こ れ は 写真の 応用技術に なり 、 俳句の 推敲に 匹敵す る

と 思い ま す 。 しば しば 、 先生に 指導を 受け ま す と 格 調の 高い

句に 完 成しま す 。 写真で も 後で 調整しない と 写真の クウ ォリ

ティ ー は 撮っ た と き の ま ま で 終わ っ て しま う と 思い ま す 。

写真と 俳句に 共通す る 大事なこ と は 、 心で は ない か と 思い

ま す 。 俳句は 、 何を ど う 感 じ た の か 、 心理描写で 心の 動き を

詠 み込む こ と が 必要で す が 、 写真も 迫真的な雰囲 気 や 感 情な

ど 人々 に 訴え る よ う な心の 状況が 込め ら れ た 写真を 撮り た い

と 思い ま す 。 撮影 会に 対して 、 俳句で は 吟行と い う の が あ り

ま す 。 例え ば 、 １０人ぐ ら い で 場所を 選ん で 出か け て い っ て

い く つ か 句を 詠 みま す 。 お 昼に 集合して そ れ ぞ れ ５句ず つ 提

出して 、 ５０句を 合評して 順位 を 決め ま す 。 そ の 中に 自分の

句が 入っ て い る か 否か 、 厳しい 判定が 下さ れ ま す 。 俳句に は 、

た い へ ん 競争的で タフ な一 面も あ り ま す 。

写真と 俳句を 一 体化した 権威 あ る 元祖は 、 伊 丹三樹彦（ １

９２ ０年～ ） と い う 方で す 。 １９６ ９年（ 昭和４４年） に 「 ヨ

ー ロ ッパ 吟旅」 を 実施し、 帰 国後、 写俳運 動を 開始しま した 。

４０か 国で 写俳活動を 続け て い ら っ しゃ る そ う で す 。

（ 熱の こ も っ た 解説）

（ 色紙に ま と め ら れ た 作品）
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私の 写真俳句を ご 披露しま す 。（ 一 部）

「 合焦マ ー ク」 と い う 言葉は 、 俳句しか や ら ない 人に は わ

か り ま せ ん 。 俳句の 練達な方々 に は ､「 合焦」 は 良い 言葉と い

う 評価を 得ま した 。 俳句に も 「 ピ ン ト合わ せ 」 が あ る と い う

こ と で しょ う か 。

今年の 長崎く ん ち の 当番が 諏訪神社へ お 参り に い っ た 帰 り

を 撮影 した も の で す 。 モ デル の 女性は 知り 合い で 、 活水女学

院 の 卒業生で す 。 句会で 評価さ れ た と き 、 状況を 聞か れ た の

で 、 キャ ビ ネ判の こ の 写真を 見せ て 納得して も ら い ま した 。

撮影 会で 、 下田の 海岸 へ モ デル を 連れ て い っ て 撮影 しま し

た 。 暖か い 春の 海の 情景を 詠 みま した 。「 啄木忌 」 ( 月 日)

は 春の 季 語で す 。

私が 撮影 した モ デル さ ん で は 、 こ の 人が い ち ば ん 美人で し

た 。 現在は ア メ リ カへ 行っ て 女優に なっ て い ま す 。 伊 豆の 撮

影 会で 、 シャ ン パ ン を 飲 む 場面を 撮り ま した 。 渡米す る こ と

が わ か っ て い た の で 、 祝福の 気 持ち で 詠 み､撮影 しま した 。

去年の 神田明神の 献茶式で す 。 撮影 を お 願 い い た と こ ろ 、

宗匠さ ん か ら 正客 の 席を 与え ら れ ま した 。 移 動して も か ま わ

ない と 言わ れ ま した が 、 静寂の 中で シャ ッター 音が 気 に なり 、

緊張して あ ま り 撮れ ま せ ん で した 。

私の 孫の 写真で す 。 こ れ ほ ど の 笑顔 は め っ た に 見た こ と が

あ り ま せ ん 。 風車は 高校の 体操部の 先生か ら い た だ き ま した 。

竹細工が 得意 な方で 、 い ろ い ろ なと こ ろ へ 竹細工を 寄 付して

い ら っ しゃ い ま す 。 現在１００歳で す 。 こ の 写真も 私の 思い

出に なっ て い ま す 。
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後編「 英 国と 日本」

ま ず 、 私と 英 国の か か わ り に つ い て お 話しま す 。

１９７ ４年、 会社の 英 国進出の 足掛か り と して 派遣さ れ て

以 来、 予期 も しない １０年の 滞在に なり ま した 。 英 語の プ ラ

イ ベ ー ト･スクー ル に 始ま り 、 ２ ００年の 歴史を 持つ 英 国第一

位 の 証券会社の トレ イ ニー と なり 、 難しか っ た 事務所開設認

可と レ ー バ ー パ ー ミ ットを 取得し、 事務所開設、 支店昇格 、

現地法人の 設立ま で こ ぎ つ け ま した 。

そ の 後、 スイ スと フ ラ ン スで も 事務所開設、 現地法人を 設

立しま した 。 人脈の 広が り か ら オラ ン ダに 合弁会社を 設立、

当初３ 年の 滞在ア サイ メ ン トで あ っ た は ず が 、 １０年が 経ち

ま した 。

こ れ が 当時の パ スポ ー トで あ り 、 無期 限滞在許可を 取得し

ま した （ 写真）。 分厚い の は 、 永 久 ビ ザが シー ル で 留め て あ る

か ら で す 。 仕事の 関 係で 訪れ た 国は ４１か 国に なり ま す 。

も 取得で き た の で す が 、

そ れ に よ り 日本国籍を 喪失しま す よ と

日本大使館 に 言わ れ 、 断念しま した 。

１０年間 の 勤務期 間 に は 、 悲喜 こ も

ご も 得が た い 経験を しま した 。 日本か

ら の 派遣社員 は 当初 名で した が 、 の

ち に は １００名を 超え る 所帯に なり ま

した 。

証券業か ら 冠 婚葬祭、 出産、 教育 問

題、 エン ター テイ ン メ ン ト、 テニス、

ゴル フ 、 サッカー 、 旅行など 、 い ろ い ろ なノ ウ ハ ウ を 会社の

た め だ け で なく 、 続々 と 対英 進出さ れ る 日本企 業の 方々 に も

お 伝え しま した 。

当時働い て い た 三洋証券の 土屋会長の お か げ で 、 随行員 と

して エリ ザベ ス女王陛下に 拝謁 す る 機 会も あ り ま した 。 残念

なが ら そ の 時の 写真は あ り ま せ ん 。 そ の レ ポ ー トを 会長が 社

内誌に 書か れ た も の の コピ ー が あ り ま す の で 、 ご 披露しま す 。

招待状は コピ ー を ご 覧く だ さ い 。

女王陛下に お 会い す る と き は 特別な言葉使い が あ り 、 こ ち

ら か ら 話す 場合は 、 と 申しあ げ 、 お 言葉を 賜っ

た と き に は 、 で お 答え い た しま す 。 大使など に は

… を 使い ま す 。 皇室の 方々 に は

… で 始め ま す 。

英 国で は クラ ブ 組織が 大切で 、 ど こ の 会員 で あ る と か 、 だ

れ だ れ と 親しい か が つ き あ い で 大切に なり ま す 。

“ ”（ 言葉は 証文で あ る ） と い う こ と が

大き な教訓で した 。 文書を 取り 交わ して い なく て も 一 度言葉

に なっ た こ と に は 責任が あ り ま す 。 こ れ を 守ら ない と つ き あ

っ て も ら え ま せ ん 。 こ れ が 証券取引 は じ め 商取引 の 基 本で す 。

英 国人と 米国人の 違い は 、「 ドア が １枚あ る か ２ 枚あ る か 」

だ と 先輩の 教え が あ り ま した 。 最初の ドア は す ぐ 開か ない の

で す が 、 い っ た ん 親しく なる と 一 生の 付き 合い に 発展しま す 。

い ま で も い ろ い ろ な方々 と クリ スマ スカー ドを 交換 して お り

ま す 。

公私の 思い 出に なる 写真を 整理しなけ れ ば と 思い ま す 。 私

の 会っ た 国内外「 １００人の 人」 の 写真集は 何と か した い と

考え て い ま す 。 す で に デー タは １００人以 上集ま り ま した が 、

肖像権の 問題も あ り 実現ま で 時間 が か か り そ う で す 。

Ｒ Ｐ Ｓ 本部よ り 地震お 見舞い メ ー ル

（ 編集後記 ）

本号は 、 当初３ 月の 予定だ っ た が 、 ３ 月１１日の 大震災の

影 響で 、 耐震診断へ の 対応に 追わ れ 、 大幅に 遅れ て しま っ た 。

会員 の 皆様や ご 家族は 、 ご 無事だ っ た で しょ う か 。 信じ ら

れ ない ほ ど の 現実を 未だ に １００％ 受け 止め 切れ ま せ ん が 、

明日は 、 我が 身か も しれ ま せ ん 。 被災さ れ た 方々 の ご 冥福を

お 祈 り す る と と も に 、 長期 の 支援 を 続け た い 想い で す 。

地震の 数日後に は 、 Ｒ Ｐ Ｓ 本部か ら お 見舞い の メ ー ル が 届

い た の で 、 即刻支部と して お 礼の メ ー ル を 返信しま した 。

支部の 活動は 、 よ り 多く の 会員 が 参加し、 楽 しく 活性化す

る よ う 、 皆さ ん の 積極的なご 意 見を お 待ち して い ま す 。

（ 川村）
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